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研究成果の概要（和文）：本研究においては「dynamic first-pass contrast-enhanced (CE-) perfusion area-detect
or CT (ADCT) による肺癌血流評価を目的にした撮像法の開発と新たな定量標準治療効果予測を目的とした新たなPerfu
sion ADCTの定量解析法開発と関連するOmix情報の収集」を目的に行われ，研究期間内に（１）Perfusion ADCTの至適
撮像法の決定行うとともに，（２）Perfusion ADCT用画像解析ソフトの開発と（３）関連するOmics情報の収集を行っ
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to determine the utility of dynamic first-pass 
contrast-enhanced (CE-) perfusion area-detector CT (ADCT) and Omics information for prediction of 
therapeutic effect in lung cancer patients. During the study period, we determined the best protocolfor 
dynamic first-pass CE-perfusion ADCT, developed the software for quantitative assessment of perfusion 
parameters from dynamic first-pass perfusion ADCT data, and tried to obtain the associated information 
for the clinical purposes.

研究分野： 放射線医学
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１．研究開始当初の背景 
厚労省人口動態統計（2010 年度）によれ

ば癌死は最も多く 35 万 2000 人であり， “肺
癌”は癌死の死因として男性で第 1 位，女性
で第 2 位を占め，その死亡率低下への有効か
つ迅速な取り組みが求められている。また，
2010 年に報告された全米肺検診臨床試験に
より喫煙者における肺癌死の減少には胸部
単純写真検診よりも CT 検診が有用であるこ
とが証明され，今後低線量 CT による肺癌検
診が我が国でも推奨される可能性があると
ともに，他病において肺 CT 検査が施行され，
肺癌検出が増加すると考えられる。一般に，
肺癌治療においては適切な標準治療やオー
ダーメイド治療選択が重要であると考えら
れている。そのため，Omics 情報などと合わ
せて様々な機能・代謝診断法が陽電子断層撮
影（Positron Emission Tomography: 以下
PET）あるいは PET と CT の融合画像にお
ける PET/CT や核磁気共鳴画像（Magnetic 
Resonance Imaging: 以下 MRI）などを用い
て行われている。しかし，現時点で画像診断
はコンピューター断層撮影（CT）による形態
診断が中心である。そこで，我々は新たに臨
床 応 用 し た 320 列 面 検 出 器 型 CT
（Area-Detector CT: ADCT）による機能診
断法として灌流 CT（Perfusion ADCT）開発
と臨床応用を試み，国内外の学会発表や海外
一流誌への報告を行っている。しかし，現時
点で ADCT などによる機能診断あるいは
PET/CT などの代謝診断による画像バイオマ
ーカーによる定量治療効果予測法開発や
Omics 情報を融合したオーダーメイド治療
を目的にした定量診断アルゴリズム開発に
関する研究報告は国内及び外ともに認めら
れない。 

 
２．研究の目的 
 本研究においては「Perfusion ADCT によ
る肺癌血流評価による新たな定量標準治療
効果予測法開発と画像バイオマーカーの同
定及び Omics 情報との融合によるオーダー
メイド治療を目的とした新たな定量的診断
アルゴリズム開発」が目的である。 
 
３．研究の方法 
本研究においては（1）Perfusion ADCT に

よる定量的肺癌血流評価法開発における基
礎的検討として，神戸大学医学部附属病院放
射線部の320列面検出器型CT（Area-Detector 
CT: ADCT）にて標準治療が施行される臨床病
期 Stage IIIA, IIIB 及び IV の非小細胞肺癌
患者の治療前 Perfusion ADCT を既発表のプ
ロトコールにて施行した。そして，得られた
データに画像ノイズを付加し，擬似的低線量
CT を新たに開発した画像再構成法を用いて
作製し，現在開発中の定量的肺結節血流解析
ソフトを肺動脈・気管支動脈二重支配対応に
改良を行った。そして，患者より実際に得た
Perfusion ADCTと擬似低線量Perfusion ADCT

データを既開発及び改良された解析ソフト
にて解析し至適撮像法を決定する。 
また，（2）非小細胞肺癌患者の標準治療前

Omics 情報に関する検討として，各被検者の
Omics 情報を集積する。 
あわせて，（1）および（2）にて評価され

た非小細胞肺癌患者に呼吸器内科及び放射
線腫瘍科にて標準治療を行い，早期治療効果
の評価を Response Evaluation Criteria in 
Solid Tumors（RECIST）評価にて行う。 
 

４．研究成果 
 本研究においては（１）得られた擬似的

低線量 Perfusion CT と改良された定量的肺
結節血流解析ソフトを肺動脈・気管支動脈二
重支配対応に改良を行い，世界で初めて至適
撮像法を決定し，今後の Perfusion ADCT 普
及の基礎を確立した。（２）また，開発した
至適撮像法において新たに非小細胞肺癌患
者の Perfusion ADCT データを取得し，開発
したソフトを用いて血流評価を行った。本研
究成果により，肺癌により特化した血流解析
法が開発され，今後の臨床研究促進の一助と
なった。そして，（３）肺癌患者の治療効果
予測能を評価するために PET/CT や RECIST 評
価との治療効果予測能を統計学的に比較検
討し，Perfusion ADCT が PET/CT や RECIST に
替わる新たな評価法になりえることを明ら
かに刺た。（４）併せて，関連する各被検者
の Omics 情報を集積した。 
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